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航空従事者への新型コロナウイルス ワクチン優先接種を求める 

IFALPA／ITF 共同声明 
  
 新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種が、日本でも開始されました。厚生労働省

において優先接種順位が定められ、その上位に位置付けられる者として、「医療従事者等、高

齢者、高齢者以外で基礎疾患を有する者、高齢者施設等の従事者」が挙げられています。その

後の接種順位については、現在のところ「議論中」となっています。 
海外を見てみると、米国ではアメリカ疾病予防管理センター（CDC）によって Essential 

Workers の優先接種が推奨されており、輸送従事者（Transportation）もこれに含まれていま

す。また、シンガポールや UAE では、航空会社の社員に対する優先接種が実施されています。

このように、航空従事者に対するワクチン接種順位が上位に来る国もあることが分かります。 
IFALPA は ITF（International Transport Workers’ Federation：国際運輸労連）と共同で、

航空従事者に対するワクチンの優先接種について声明を発表していますので、ご紹介します。

 

航空従事者への新型コロナウイルス ワクチン優先接種 

ITF/IFALPA 共同声明｜2020 年 12 月 22 日 

 IFALPAとITFは、新型コロナウイルス感染症のワクチン開発を歓迎します。今後、ワクチ

ンが承認され、ワクチン輸送が全世界的に実施される過程において、航空に携わる労働者は、

地球規模でのワクチンの供給や連携に重要な役割を果たすことになります。効率的なワクチン

の輸送には、健康で十分な休息をとり、訓練を受けた運航乗務員やその他航空従事者の有用性

にかかっています。 

 IFALPAとITFは、医療従事者及び重症化リスクの高い人がワクチン接種を完了した後、航

空従事者が新型コロナウイルスワクチン接種に対する優先権を付与されるべきだと考えます。 

http://alpajapan.org/
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/vaccines/recommendations/essentialworker.html
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/vaccines/recommendations/essentialworker.html
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/vaccines/recommendations/essentialworker.html


 

 

 運航乗務員に対するウイルス感染への現行の保護措置に加え、各国当局は運航乗務員に対し、

入国に際してワクチン接種証明を求めてくることが予想されます。航空従事者への時宜を得た

ワクチン接種は、地球規模でのサプライチェーンにおいて、重要な役割を果たす貨物便や旅客

便の運航維持に貢献することに繋がります。それは特に、安全や保安、そして接客を担う従事

者にとって重要であると言えます。 

 この考え方は、WHOの免疫付与に関する戦略的諮問グループ（Strategic Advisory Group of 
Experts on Immunization=SAGE）が示した勧告「新型コロナウイルスワクチン接種の優先順

位付けに関するロードマップ」とも一致しています。このロードマップでは、疫学的状況とワ

クチン供給状況を基本として、ワクチン接種の優先順位を決定しています。まず、医療従事者

と重症化リスクの高い人が最優先となり、その後は輸送従事者、医療従事者以外の重要な職業

従事者、教育従事者を優先することが推奨されています。ワクチン接種は、新型コロナウイル

ス感染症の世界的拡大によって設定された特例や安全対策を軽減、また解除していく道筋を作

っていくことにも繋がります。ICAOは、そうした特例を2021年3月31日までに設定すること

を推奨しています（参考：ICAOのタスクフォースによる勧告）。仮に、航空従事者に対する

ワクチンの優先接種が2021年3月31日までに認可されなかったとしても、通常の安全対策基準

に戻すための軽減措置が図られるべきでしょう。 

国連児童基金（ユニセフ）は、世界92ヶ国を対象とした新型コロナウイルス感染症のワクチ

ンを輸送するため、世界各国の航空会社や海運会社、運送会社など350社以上に対して2020年
11月より話し合いを開始したところです。IFALPAとITFは、この取り組みに関わっているこ

とについて誇りに感じている一方で、命を守るワクチンを遅滞なく輸送するためにも、航空や

その他の輸送従事者に対するワクチン接種が大切であると考えます。 

             以 上 

問い合わせ先 
ITF: media@itf.org.uk  
IFALPA: communications@ifalpa.org  

ITF について 

The International Transport Workers’ Federation（ITF）は世界的な組合団体で、約150か国の合計2千万

人が所属する約700の輸送従事者の組合が所属しています。ITFは輸送従事者の生活改善を目指し、所属団

体の団結を促進しています。また、輸送従事者組合の利益のため、雇用条件や職場環境、また安全問題への

働きかけをしています。  

IFALPA について 
The International Federation of Air Line Pilots’ Associations は約 100 カ国、10 万人以上の運航乗務員が

所属する団体です。 IFALPA の使命は、航空安全を高め、運航乗務員の代表として、所属団体や航空業界

を支援することです。 
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